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世帯笹縁11.121.+29 

法樟相談日

81111図 〈木〉

"考30分ω15崎

市役所市民相厳重

お気a震にどうぞ

、ltbえ
薗・圃 .. 剛 閣・・・町・・・・鱒蜘 -_.==-'.- .， 聞.側聞・・圃

いつまでも子供たちの心に

互の夜をこがす炎に集う
西大村明るい町づくり池遊箇議会(潟よ太久属会長)

でl虫、明るい町づくり事業<Zl-aとして r子供たちの
心に残るお祭りJをと、?月23日夕方大村徳隊で 「火
祭りjを催しました.

ζの真夏の夜の祭!lIIは、西大村の各町内から 4.000
人を趨える人たちでにぎわいました.

お綴りコ ナ ICIi.，お父さんたちによる締菓子や
.，ばあちゃんたちの金魚すくいの夜応はどが殴けられ

人気を集めていました.

自が嘗れると中央に司自み上げられた鹿併に、各国体

の代表者によ って火がともされ その回りでは歌や闘

り忽どが繰りひろげられ.患い出深いJ[<Zl1震のひとと
きとはりました.

ζの行事は、ふるさとの祭りとして今後、続けられ

るもので、来年もさらににぎ宇かな祭りとはる ζとで

しょう。

西大村の火祭り

明るい町づ くり推進協議会

-・岡田町
毎月 1日・15回発行 編集/!l!・広報操 印刷所/九州凸岨株式会社発行所/大村市出所
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みんなできれいな大村を

市民大清掃デー

三
回
目
を
迎
え
た
「
市
民
大
清

掃
デ

i
hは
、
県
下
一
斉
に
実
施

さ
れ
る
「
県
民
大
清
掃
」
に
合
わ

せ
て
八
月
二
十
一
日
(
日
)
に
行

う
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
中
央
会
場
に
約
三
百

人
が
参
加
し
て
空
港
道
路
や
国
道

沿
の
大
清
掃
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

ま
た
、
市
内
八
十
の
町
内
で
も

一
万
二
千
人
の
参
加
が
あ
り
、
道

路
、
公
園
、
墓
地
な
ど
の
掃
除
が

実
施
さ
れ
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
運
動
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
で

行
い
ま
す
の
で
、
町
内
を
は
じ
め

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

中
央
会
場

午
前
七
時

市
役
所
玄
関
前

マ
集
合
時
間

マ
場
所

マ
清
掃
箇
所

国

指

定

旧

円
融
寺
庭
園

史

跡

玖
島
城
跡

町
内
で
は

町
内
の
道
路
・
公
園
・
史
跡

・

公
民
館
な
ど
、
町
内
で
協
議
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い

家
庭
で
は

家
の
ま
わ
り
や
近
く
の
道

・
溝

な
ど
の
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う

「
夏
を
楽
し
く
」
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飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

清
掃
時
聞
は

午
前
七
時
か
ら
三
十
分
を
原
則

と
し
ま
す
が
、
各
町
内
の
実
状

に
応
じ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い

美
し
い
住
み
よ
い
大
村
を

つ
く

る
た
め
に
市
民
の
み
な

さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す推
進
団
体
大
村
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

大
村
市
衛
生
組
織
連
合
会

犯

運

動

実

施

中

七
月
二
十
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
、
次
の
乙
と
を
重
点
目
標

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

自
主
的
に
ど
協
力
下
さ
い。

O
少
年
非
行
の
防
止

。
万
引
き
事
犯
の
防
止

。
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
乱
用
の
防
止

。有
害
環
境
の
浄
化

(少
年
の
溜

り
場
の
排
除
な
ど
)

O
盗
犯
の
予
防

。防
犯
診
断
の
実
施
(
施
錠
な
ど

の
点
検
整
備
な
ど
)

。不
審
者
発
見
の
積
極
的
通
報

O
性
犯
、
暴
力
犯
の
予
防

。
ち
漢
の
予
防

(
甘
い
誘
い
に
の

ら
な
い
、
夜
道
の
一
人
歩
き
は

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

さ
け
る
、

み
な
り
を
き
ち
ん
と

す
る
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
携
行
す

る
な
ど
〉

。暴
力
事
犯
の
発
見
通
報

(泣
き

寝
入
り
は
禁
物
)

O
水
難
事
故
な
ど
各
種
事
故
の
防

。
o 

無

事

故

優

良

運

転

者

の

。
o 

o 

従
来
春
と
秋
に
行
わ
れ
て
い
る

交
通
安
全
運
動
の
際
実
施
し
て
い

ま
す
無
事
故
優
良
運
転
者
な
ど
の

表
彰
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
協

会
事
務
局
に
お
い
て
、
関
係
機
関

に
依
頼
し
調
査
し
て
い
ま
し
た
が

諸
般
の
事
情
に
よ
り
そ
れ
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
交
通
安
全

協
会
員
の
人
が
、

無
事
故
優
良
運

転
者
と
し
て
の
表
彰
を
受
け
よ
う

と
さ
れ
る
場
合
は
、
前
歴
調
査
に

か
わ
る
も
の
と
し
て
、
無
事
故
無

違
反
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

乙
の
証
明
の
交
付
は
、
長
崎
市

万
才
町
田
の
八
県
警
察
本
部
内
の

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
長
崎

県
事
務
所
で
取
り
扱

っ
て
お
り
、

そ
の
交
付
手
続
き
と
し
て
、
証
明

を
必
要
と
さ
れ
る
人
が
、
直
接
セ

ン
タ
ー
に
出
向
く
か
、
所
定
の
振

止
。
乙
ど
も
の
水
難
事
故
防
止

。
花
火
に
よ
る
事
故
防
止

。
乙
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

大

村

警

察

署

大
村
市
連
合
防
犯
協
会

表

彰

に

つ

い
て

替
用
紙
に
よ
っ
て
交
付
申
請
が
で

き
ま
す
。

乙
の
場
合
、

証
明
書
一

通
に
つ

き
六
百
円
の
手
数
料
と
、
振
替
用

紙
を
使
用
し
た
と
き
は
払
込
料
金

が
必
要
で
、
こ
れ
ら
の
料
金
は
申

請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

直
接
セ
ン
タ
ー
に
出
向
い
て
申

請
を
し
た
場
合
は
約
四
日
間
、
振

替
を
利
用
し
た
場
合
は
八
日
ぐ
ら

い
で
、

証
明
書
は
申
請
者
の
住
所

あ
て
郵
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

交
付
申
請
の
振
替
用
紙
は
、

警

察
署
に
備
え
て
お
り
、
お
わ
か
り

に
な
ら
な
い
と
き
は
、

警
察
署
ま

た
は
交
通
安
全
協
会
事
務
局
に
ご

相
談
下
さ
い
。

大

村

警

察

署

大
村
市
交
通
安
全
協
会

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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。
竹
松
地
区
盆
踊
り
大
会

8
月
時
日

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
率
q
J
'
O
O
/
U
 

7
4
6
0/
 

前
回
の
衆
議
選
を
上
回
る

さ
る
七
月
十
日
に
行
わ
れ
た
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
は
午
前
中
の

雨
で
出
足
が
心
配
怠
れ
ま
し
た
が

午
後
か
ら
天
気
も
回
復
に
向
い
七

三
・
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
投
票
率

で
し
た
。

な
お
、
前
回
(
昭
和
田
十
九
年
)

の
投
票
率
は
七
五
・
九
八
パ
ー
セ

ン
ト
で
投
票
区
別
の
投
票
状
況
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。
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向
陽
寮
の
子
供
た
ち
を

キ

ス

釣

に

招

待

大

村

遊

漁

組

合

大
村
遊
漁
組
合
(
笹
田
藤
吉
会

長
外
百
六
十
二
人
)
は
、
六
月
二

十
六
日
「
光
と
緑
の
園
」
向
陽
寮

の
子
供
た
ち
を
キ
ス
釣
り
に
招
待

'
し
古
品
3
し
ゃ
ん
。

乙
の
日
は
、
う
す
曇
り
の
絶
好

の
釣
り
日
和
で
、

初
め
て
の
舟
釣

り
に
子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
、
キ

ス
釣
り
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

乙
の
魚
釣
り
の
た
め
に
、
ボ
ー

公 民 館 二[号lf12却旦lfr

l 

| :f |す~Iす;|告自主;i;;; i

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

盆

踊

り
率

参議院議員通常選挙市内各投票所投票結果

票投
名

館

一
所

↑
所 7 4 

時時

か
ら

竹
松
駅
前
遊
園
地

所

公 民

浦出張

十
日
一
川

長

2 

ト
場
に
勤
め
ら
れ
て
い
る
今
里
ツ

タ
子
さ
ん
外
の
人
た
ち
か
ら
は
、

オ
ニ
ギ
リ
、
お
か
ず
な
ど
を
い
た

だ
き
、

釣
り
な
が
ら
食
べ
ま
し
た

遊
漁
組
合
は
、

釣
り
の
愛
好
家

た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
、
「
福
祉
キ

理王ま
刀 可否

村

投

d 

票
名
投
区

ス
釣
り
大
会
」
を
開
い
て
特
別
養

護
老
人
ホ
l
ム
・
慈
恵
荘
や
市
立

老
人
ホ
l
ム
・
清
和
国
へ

釣
り
上

げ
た
魚
を
送
る
な
ど
、
こ
の
善
意

に
み
な
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

出

一
間
一

町
一
M

M
一
町
一
間
一
対

一
M
一
山
一
日

間
一
山
一
川
一
M
一
M
一
M
一
山
一
山

口

一
山
亘

書

一
山
一
川

町
一
則
一
畳

間

一
す

一
日

制
一
閣
一
川
一
川
一
号

一
制
十
町

家

所

校

校

所

民

民

村子供の

松出 張

j、学

重

一
原

A孟d与
すー

張
一
張

L 
z、

出

/ 」

/ 

木

植

大

竹

萱

黒

一
福

14 

15 

16 

17 

18 

19 

農
家
の
花
嫁
(
婿
)
の

結

婚

相

談

は

農

協

支

所
所出松

南

20 

294 I 69.13 I 65.52 I 67.35 

坐l1fi--fiτ;lお~I古「
凸

γu
n
H
U
 -
nぇ
U

円

y
a

口
4
U

凋

4
A
an三
門・

t

館

145 149 館

所

野岳公民

田保育池

市

21 

22 

円
べ
U

白
ベ

UEυ 
，
 

n
H
u
 

anuz 

n
H
U
 

nuυ 
a
nヨ，
 

4
E
A
 

nツ
u

n弓
U

凋
刈

3
A
H
U
 ，
 

nuυ 
4
E
A
 

民 体育

計

! 23 
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県

民

祈

り

の

日

8
月

9
日

一平和への誓し、を一一

た

長
崎
市
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
ら

れ
た
人
々
の
め
い
福
を
祈
っ
て
、

八
月
九
日
午
前
十
一
時
二
分
に
サ

イ
レ
ン
を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
犠
牲
者
の

ご
め
い
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に

平
和
へ
の
誓
い
を
あ
ら
た
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

月;

ら

日

正

午

に

サ

イ

レ

ン

あ

全

国

戦

没

者

追

悼

式

八
月
十
五
日
正
午
に
サ
イ
レ
ン

を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

官
公
署
、
会
社
、
工
場
及
び
家

庭
に
お
い
て
は
半
旗
を
掲
げ
黙
と

う
を
さ
さ
げ
、
戦
争
犠
牲
者
に
対

し
追
悼
の
ま
乙
と
を
さ
さ
げ
ま
し

ょ
v

つ。

験
機
醤
盟
関
四
週
友
情
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う

川
一
騒
麟
騨
雛
髄
寵
齢
鉱
鵬
勤
労
青
少
年
の
つ
ど
い
~• 

機
購
機
騒
鱒
鱒
轍
臨
醐
A
J月
一
泌
臣
官
官
恥
削
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
展
示
や
茶
の
湯
、
お
菓
子
づ
く

V

輯
職
制
緩
ヤ
i
闘
臨
闘
豊
富
聾
脇
師
臨

J
r
…百

KL
'
F刈
白
書
園
聞
置
瞳
聾
輯
題

字

機
議
機
繍
購
麟
麟
輔
腰
一
雄
圏
河
一
一
，
事
1
1団
塊
で
は
、
七
月
十
六
日
の
り
の
ひ
ろ
う
が
あ
り
、
軽
運
動
山

山
気
;
、
離
購
輯
輔
膝
副
欝
罷

f
i
t臨
寵

り

」

機

翠

麟

醐

語

講

購

購

購

灘

夕

方

「
勤
労
青
少
年
の
室
で
は
、
音
楽
演
奏
や
ゲ
l
ム

川護
J
J覇
貯
議
沼
龍
欝
畿
日
」
を
祝
っ
て
若
人
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
福
引
き
、

鱗
灘
鱗
畿
融
闇
醐
関
脇
醤
鹿
臆
闘
醐
輯
輔
醐
醐
つ
ど
い
が
あ
り
、
多
く
キ

ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

離
騨
麟
醗
醐
輔
醐
醐
噂
舟
蝿
瞳
輔
醐
輯
醐
轄
の
勤
労
青
少
年
が
参
加
し
て
、
よ
ろ
こ
び
あ
い
、
は
げ
山

鱒

掬

鱗

鱒

醤

圏

輯

協

調

翻

濁

輔

購

離

し

ま

し

た

。

ま

し

あ

っ

て

楽

し

い

ひ

と

と

き

鱒
鵜
鑓
鱒
幽
置
掴
輔
閥
均
¥
齢
欝
J

瞳
臨
醐
乙
の
日
は
、
生
花
の
を
す
ご
し
ま
し
た
。

※ 

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

戦

没

者

御

霊

前

に

供

物

を

差

し

上

げ

ま

す

う
ら
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

戦
没
者
御
霊
前
に
供
物
を
差
し
上

げ
ま
す
の
で
お
受
け
取
り
下
さ
い

配
付
場
所

放棄犬〈不用犬〉の

放
棄

犬
(
不

用
犬
)

の
回
収

日
が
変

わ
J

古
品
、
し

た
。従
来

毎
月
四

日
、
十

回収日は

毎月第1・2・3土曜日

転

居

の

際

郵

便

局

に

転
居
の
際
、
今
ま
で
配
達
し
て

い
た
郵
便
局
へ
転
居
届
を
出
し
て

お
き
ま
す
と
、
一
年
間
は
新
し
い

住
所
へ
郵
便
物
を
転
送
し
ま
す
。

転
居
届
用
紙
は
、
郵
便
局
の
窓

口
や
市
役
所
の
窓
口
に
も
備
え
て

い
ま
す
が
、
普
通
の
ハ
ガ
キ
に
新

住
所
、
旧
住
所
、
家
族
の
名
前
、

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

本
庁
地
区
市
福
祉
課

出
張
所
地
区
各
出
張
所

期
日
八
月
三
日
か
ら

四
日
、
二
十
四
日
が
放
棄
犬
の
定

期
回
収
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

七
月
以
降
は
第
一
・
第
二
・
第
三

土
曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

回
収
時
聞
は
従
来
ど
お
り
正
午

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在

な
お
前
の
回
収
日
に
、
放
棄
犬
を

つ
れ
て
こ
ら
れ
る
人
が
あ
り
ま
す

回
収
日
を
お
ま
ち
が
え
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

は

も

転

居

届

を

転
送
開
始
日
を
書
い
て
差
し
出
さ

れ
て
も
結
構
で
す
。

ま
た
転
居
さ
れ
て
一
年
自
に
当

る
人
で
、
更
に
一
年
延
伸
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
も
う
一
度
転
居
届

を
お
出
し
下
さ
い
。(大
村
郵
便
局
)

…
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
…

八
月
・
九
月
は
台
風
の
シ

l
…

…
ズ
ン
で
す
。

台
風
情
報
に
注
意
し
て
防
災
…

…
準
備
は
早
自
に
い
た
し
ま
し
ょ
…

u

・
円
ノ
。

…
(
台
風
前
)

…
・
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
、
看
板
、

煙
突
な
ど
は
風
で
倒
れ
な
い

…

よ
う
に
し
っ
か
り
取
り
つ
け
…

…
ま
し
ょ
う
。

…
・
樹
木
や
雨
ど
い
、
看
板
の
支
…

線
な
ど
が
電
線
に
ふ
れ
る
恐
…

れ
の
あ
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
…

し
よ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
個
所
が
あ
り
ま
…

し
た
ら
最
寄
り
の
九
州
電
力
…

営
業
所
へ
ど
連
絡
く
だ
さ
い
…

…
(
台
風
後
)

…
・
切
れ
た
電
線
や
低
く
た
れ
さ
…

が
っ
て
い
る
電
線
に
は
絶
対
…

に
さ
わ
ら
な
い
で
、
す
ぐ
最
…

寄
り
の
九
州
電
力
営
業
所
へ
…

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一J
A
6

4
t
R
F一
-
u
f
f一
…

.明三一両
zyJF

…¥
，

dvvf
 

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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りおおむ市政だよ。(5) 

。
竹
松
地
区
盆
踊
り
大
会

8
月
時
日

保

国

相

号史

ロタ£

高
額
療
養
費
を

ご
存
じ
で
す
か

@
近
年
、
医
療
水
準
の
向
上
な
ど

に
伴
い
、
医
療
費
は
高
額
化
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

一
カ
月
に
五
十
万
円
の
医
療
費

が
か
か
っ
た
場
合
、
国
保
が
七
割

給
付
で
三
十
五
万
円
を
負
担
し
残

り
の
三
割
の
十
五
万
円
が
自
己
負

担
と
な
り
、

被
保
険
者
の
家
計
を

著
し
く
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の

救
済
措
置
と
し
て
四
十
九
年
十
月

か
ら
高
額
療
養
費
制
度
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

@
一
人
の
被
保
険
者
が
同
じ
月
内

に
、
同
じ
療
養
取
扱
機
関

(入
院

と
通
院
と
歯
科
は
別
)
に
お
い
て

そ
の
療
養
取
扱
機
関
に
支
払
っ
た

保
険
診
療
で
の
一

部
負
担
金

〈自

己
負
担
分
)
が
三
万
九
千
円
を
超

え
る
と
き
に
、
そ
の
超
え
た
額
を

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
と
し
て
は
、
医
療
機
関

に
対
し
自
己
負
担
分
全
額
を
支
払

い
、
三
万
九
千
円
を
超
え
た
額
に

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

盆

踊

り

7 4 
時時

か
ら

竹
松
駅
前
遊
園
地

つ
い
て
は
、

保
険
年
金
課
に
申
請

を
し
、
受
給
し
て
く
だ
さ
い
。

@
な
お
‘
老
人
医
療
や
原
爆
被
爆

者
医
療
な
ど
一
部
負
担
金
が
無
料

(
公
費
負
担
)
の
場
合
の
高
額
療

養
費
に
つ
い
て
は
、
一

部
負
担
金

が
例
え
ば
十
五
万
円
と
し
ま
す
と

三
万
九
千
円
が
公
費
負
担
で
、
十

五
万
円
か
ら
三
万
九
千
円
を
差
し

引
い
た
十
一
万
一
千
円
が
高
額
療

養
費
と
な
り
ま
す
。

従
っ
て
老
人
医
療
な
ど
の
場
合

の
高
額
療
養
費
に

つ
い
て
は
、
医

療
機
関
で
の
窓
口
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
三
万
九
千
円
が
公
費
負

担

(
い
わ
ゆ
る
無
料
〉
で
、
三
万

九
千
円
を
超
え
た
分
を
国
保
が
給

付
す
る
(
国
保
が
各
医
療
機
関
に

支
払
う
)
乙
と
に
な
る
わ
け
で
す

な
お
、

高
額
療
養
費
制
度
が
で

き
る
ま
で
は
、

十
五
万
円
が
公
費

負
担
額
(
無
料
化
)
で
あ
っ
た
も

の
が
、
乙
の
制
度
が
で
き
て
か
ら

は
三
万
九
千
円
を
超
え
た
部
分
を

国
保
財
政
で
ま
か
な
う
乙
と
に
な

り
ま
し
た
。

ね
た
き
り
老
人
に
見
舞
金

申

請

書

-f
、J
一'ec
‘3
2
乙一
，‘、
‘ょう
，r
t
f
、J
t
，f
‘、
ょう-
，、
J-'
s
r
'J-
、J
一'z
i
、J
c
i
-
-
f
'
s
r
，J
一、J
¥

ご‘、
.=，
e-rk
J

一

典

性

大

村

市

観

光

協

会

で

は

、

恒
例

(

竜

神

島

側
)

…

~

悠

一

小

大

の

花
火
大
会
を
次
の
と
お
り
開

催

な

お
、
当
日
は
大
変
混
雑
が
川

明

間

椛

E

し

ま

す

。

予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
車
は
指

~

人

一一

清

怖

き

『

一一

皆
さ
ん
多
数
お
で
か
け
下
さ
い

定

さ
れ
た
駐
車
場
に
駐
車
し
、

v

一
-E
九

川

市

客

一

日

時

八

月

九

日

(

火

〉

道

路

駐

車

は

や

め

て

下

さ

い

。

一

γ

ご
い
、
へ
い

t一三
一

午
後
八
時
打
上
げ
開
始
ま
た
、
打
上
げ
現
場
付
近
は
川

A

p

p

£
q

l

d
一

場
所
競
艇
場
前
の
埋
立
地

危
険
で
す
の
で
立
入
禁
止
区
域

γ

、A
:
L
1
4
d
F

観
覧
場
所
競
艇
場
表
側
駐
車
場

に
は
絶
対
立
入
ら
な
い
で
下
さ

J

ミ
ヌ
ソ
γ

a

い

P

グ

グ

一

-

駐

車

場

競

艇

場

裏
側
駐
車
場

い
。

，t
f
-
J
3

・、y
L
-
t

-JP
・t
・-f
J

--z.
‘3
・-1
f
J

J

tz
.‘E
r
--
〈
.fe
f
.
f
〉
eee
--、3
2-z
t
f
t
J

・-f
〉
-三-
‘、
.29
・〈
-fe
J

三--
〉
-ee-
‘E
、f--

の

提

出

を

8
月

m

で‘

日

ま

市
は、

敬
老
週
間
行
事
と
し
で

ね
た
き
り
老
人
の
慰
謝
と
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
た
め
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す
。

乙
の
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
九
月
十
五
日
現
在
六
十
五
歳

以
上
で
本
市
に
引
続
き
一

年
以
上

居
住
し
.
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
に
記
載

さ
れ
て
い
る
人
で
、
六
カ
月
以
上

ね
た
き
り
の
人
で
す
。

該
当
さ
れ
る
人
は
医
師
の
診
断

登

'
記

相

登
記
は
、

登
記
簿
に
記
載
L
、

そ

こ

で

、

市
民
の
便
益
を
図
る

そ
の
人
の
権
利
の
対
抗
要
件
が
法
た
め
、
無
料
登
記
相
談
を
開
設
し

律
的
に
確
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

ま
す
。

登
記
の
必
要
性
は
認
識
し
な
が
登
記
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
わ

ら
も
、
そ
の
手
続
き
な
ど
の
知
識
か
り
に
な
ら
な
い
人
は
、
お
気
軽

が
之
し
い
た
め
、
問
題
に
ぶ

つ
か
に
ご
相
談
下
さ
い。

つ
て
は
そ
の
解
決
に
苦
し
み
、
あ
日
時
八
月
十
二

日

る
い
は
不
、測
の
損
失
を
被
る
こ
と

午
前
九
時
三
十
分
l
午
後
三
時

も
あ
り
ま
す
。

、

場

所

市

役
所
市
民
相
談
室

書
と
支
給
申
請
書
を
福
祉
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
昨
年
受
給
さ
れ
て
い
る
人

で
、
現
在
も
引
続
き
ね
た
き
り
の

状
態
に
あ
る
人
は
診
断
書
の
提
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
区
民

生
委
員
に
認
定
を
依
頼
し
て
あ
り

ま
す
の
で
民
生
委
員
を
通
じ
て
支

給
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

見
舞
金
額
一
人
に
つ
き
一
万
八
千
円

申
請
書
提
出
期
限

八
月
二
十
日

支
給
申
請
書、

診
断
書
用
紙
は

地
区
民
生
委
員
宅
ま
た
は
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。

予
防
接
種
事
故
死
亡
者
に

再
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十
四
日

該

当

さ
れ
る
ご
遺
族
は
、
死
亡

以
前
、
予
防
接
種
を
受
け
た
乙
と
者
の
予
防
接
種
時
の
居
住
地
を
管

に
よ
り
死
亡
さ
れ
た
人
に
対
し
て
轄
す
る
市
町
村
長
あ
て
、
再
弔
慰

は
、
既
に
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ

、

金

支
給
申
請
を
行
わ
れ
る
よ
う
厚

ま
た
は
申
請
中
の
も
の
が
あ
り
ま
生
事
務
次
官
通
知
が
あ
り
ま
し
た

す
が
?
今
回
更
に
再
弔
慰
金
が
支

-
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。



希
望
者
は
清
掃
課
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
還
元
融
資
事
業
で
、

し
尿
処
理
施
設
の
処
理
水
を
更
に

浄
化
す
る
三
次
処
理
装
置
並
び
に

汚
泥
乾
燥
設
備
が
完
成
し
ま
し
た

乙
の
設
備
に
よ
り
、
し
尿
処
理

の
副
産
物
と
し
て
汚
泥
が
出
ま
す

が
、
水
分
三
十
Mm以
下
の
粒
子
状

に
乾
燥
し
た
も
の
で
、
取
扱
い
も

極
め
て
よ
く
、
土
壌
改
良
用
に
、

野
菜
畑
、
茶
園
の
地
力
増
強
資
材

と
し
て
農
家
に
還
元
し
ま
す
。

(6) 

汚泥乾燥設備

黒

丸

踊

り

な

ど

を

実

演

文
化
庁
か
ら
民
俗
芸
能
を
調
査

り

厚生年金還元融資事業で完成

郷
土
の
芸
能
を
広
く
全
国
に
紹

介
す
る
た
め
、
文
化
庁
よ
り
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
は
、
黒
丸
踊
り
、
寿
古
踊

り
、
沖
田
踊
り
で
、
次
の
と
お
り

公
開
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
多
数
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時
八
月
十
三
日
(
土
)

午
後
四
時
か
ら

郡
中
学
校

おおむ

食

中

毒
H

わ

、J!u 

H

子
」

新
鮮
度
の
高
い
物
を

タン

市政だより

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
乙
の
や
っ
か
い
な
細

菌
性
食
中
毒
を
予
防
す
る
に
は
、

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

細
菌
は
栄
養
、
水
分
、
温
度
の

三
つ
の
条
件
が
そ
ろ
う
と
増
殖
し

ま
す
が
、
乙
の
三
つ
の
条
件
の
一

つ
で
も
欠
け
る
と
、
増
え
る
乙
と

が
で
き
な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
り

ま
す
。
。
食
品
に
食
中
毒
を
起
こ
す
菌
を

つ
け
な
い

。
食
品
中
の
原
因
菌
を
増
殖
さ
せ

，‘齢、.

J
'
h
、
'uv

。
食
品
中
の
菌
を
殺
す
よ
う
な
調

理
を
す
る

以
上
の
よ
う
な
心
が
け
が
大
切

で
す
。
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
食

品
を
あ
つ
か
う
場
合
、
清
潔
、
迅

速
、
冷
却
、
加
熱
と
い
う
こ
と
に

よ
く
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

乙
れ
か
ら
夏
、
秋
に
か
け
て
は

食
中
毒
に
か
か
り
ゃ
す
い
季
節
で

す
。た
べ
も
の
は
新
鮮
度
の
高
い
物

を
選
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

O
危
な
い
も
の
は
宣
べ
な
い

食
中
毒
の
予
防
は
第
一
に
「
危

な
い
も
の
は
食
べ
な
い
」
乙
と
で

す
。。作
っ
て
か
ら
何
日
も
た
つ
た
生

菓
子
や
野
菜
サ
ラ
ダ

。
古
く
な
っ
た
折
詰
弁
当

。
い
き
の
悪
い
魚
介
類
の
生
食

。古
く
な
っ
た
卵

乙
ん
な
も
の
は
い
さ
ぎ
よ
く
捨

て
ま
し
ょ
う
。

健
康
と
ひ
き
か
え
に
は
で
き
ま

せ
ん
。
O
予
防
三
原
則
を
守
ろ
う

食
中
毒
の
原
因
の
菌
が
食
品
中

で
増
殖
し
て
い
て
も
、
自
に
は
見

え
ず
、
色
、
臭
い
、
味
に
変
り
な

く
、
予
防
は
必
ず
し
も
簡
単
で
は

• 
清掃セ

3次処理装置

叩
ア

l
ル
以
上
の
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農
地
所
有
者
・
耕
作
者
は

申

告

を

お

忘

れ

な

く

毎
年
八
月
一
日
現
在
で
、
十
ア

ー
ル
以
上
の
農
地
所
有
者
お
よ
び

耕
作
者
は
、
申
告
す
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
各
実
行
組
合
長
さ
ん

に
依
頼
し
て
い
ま
す
が
、
申
告
を

し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
申
告
さ

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
告
を
し
な
い
と
農
地
の
取
得

な
ど
が
で
き
な
く
な
り
、
後
日
に

影
響
が
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
お

忘
れ
な
く
農
業
委
員
会
に
申
告
し

て
下
さ
い
。

用
紙
不
足
の
と
き
は
、
最
寄
り

の
農
協
支
所
か
市
出
張
所
で
受
領

し
て
下
さ
い
。

「、~、""^^'、N、内，、，.

し

尿

く

み

と

り

お
盆
の
日
・
日
・
叩
日
は
お
や
す
み
し
ま
す

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

※
 飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
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。
竹
松
地
区
盆
踊
り
大
会

8
月
間
日

大
村
湾
を
美
し
く

精
霊
流
し
は
集
積
地
J¥  

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

恒
例
の
精
霊
流
し
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

「
き
れ
い
な
大
村
湾
を
守
る
た
め
」

当
日
の
精
霊
舟
や
供
物
な
ど
を
海

や
川
に
流
さ
な
い
よ
う
に
、
次
の

乙
と
に
ど
協
力
下
さ
い

精
霊
舟
な
ど
の

指
定
集
積
地

中
央
地
区

(
大
村
、
西
大
村
)

馬
場
先
大
村
市
漁
協
有
地

郡

地

区

(
竹
松
、
福
重
、
松
原
)

火
力
発
電
所
伏
原
埋
立
地

鈴
団
地
区
三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ
l
ド
下

三
浦
地
区

舟
津
、
日
泊
、
溝
陸

須
田
ノ
木
・
後
木
場

似
田
窪
橋

中
央
・
郡
地
区
で
の

行

事

…
大
村
湾
、
を
海
上
パ
ト
ロ
ー
ル
…

汚

染

防

止

を

強

調

ル

~

議

瞳

膿

夜

警

護

七
月
十
五
日
大
村
室
長
一

一

繍
鱗
輔

朝

翻

懸

機

織

い
に
す
る
会
(
会
長

・
高
木
太

一

ん

機

織

川

一

主

主

総

村
市
長
)
は
「
美
し
い
海
を
守

ん

一

闘

機

織

ぺ

い
似
た
決
竺

ろ
う
」
と
、
沿
岸
三
市
九
町
ご

明
〈ア
畿
一
J
U
-
-
Z
M
Jw~二三

漁
民
代
表
、
保
健
所
員
ら
四
十
山

ん

機

欝

ぬ

お

玉

沢一

二
人
が
漁
船
に
分
乗
し
て
海
上
一

九

機

織

機

織

ょ

や

式

数

を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
海
か
ら
汚

ふ

叩
緩
機
鱗

¥
J主
義
一
葉

仏

語
義
襲
撃
襲

'

J

J

ヱ
察
官

q
E
-uwt
染
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

盆

踊

り

現
地
に
祭
壇
を
設
け
、
合
同
供

養

(午
後
九
時
ご
ろ
)
を
行
い

逐
次
現
場
で
焼
却

鈴
田
・
三
浦
地
区

各
集
積
地
で
、
午
後
九
時
ご
ろ

か
ら
焼
却

指
定
集
積
地
へ
の
搬
入

精
霊
舟
な
ど
の
搬
入
は
、
午
後

十
時
ま
で
に
完
了
す
る
よ
う
に
、

お
願
い
し
ま
す

ま
た
供
物
な
ど
は
分
け
や
す
い

よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入

れ
て
搬
入
し
て
下
さ
い

交
通
規
制

当
日
の
混
雑
と
事
故
防
止
の
た

め
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
十 7 4 

時時

か
り

竹
松
駅
前
遊
園
地

時
三
十
分
ま
で
の
問
、
次
の
と
お

り
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す

O
精
霊
舟
の
長
さ
一
一

m
以
上
の
も

の
は
国
道
三
四
号
線
の
歩
道
は

通
行
で
き
ま
せ
ん

O
本
経
寺
下
交
差
点
か
ら
馬
場
先

波
止
を
経
て
富
士
電
機
商
会
ま

で
と
大
村
市
農
協
飼
料
備
蓄
セ

ン
タ
ー
か
ら
赤
水
総
本
屈
ま
で

の
聞
は
諸
車
通
行
禁
止、

駐
車

禁
止
で
す

O
馬
場
先
波
止
付
近
に
駐
車
で
き

る
の
は
指
定
車
の
み
で
す

そ
の
他

O
精
霊
舟
を
車
両
で
運
撮
す
る
と

き
は
危
険
で
す
か
ら
灯
ろ
う
の

火
を
消
し
て
下
さ
い

一至ノfスターミ ナjレJiJl 

農協
給ilHrJi"

。
精
霊
舟
は
長
さ
十
仇
、

幅
二
・

五
れ
、
高
さ
三
・
五

れ
以
下
に

精
霊
流
し
の
日
は
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
花
火
な
ど
に
よ
る
事
故

が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

お願い

花火の取扱は慎重に

事故のないお盆を

O
精
霊
舟
に
は
花
火
取
扱
者
を
一

人
き
め
て
、

市
役
所
か
ら
交
付

さ
れ
る
マ

i
ク
を
つ
け
て
、
こ

の
人
だ
け
が
責
任
を
も
っ
て
花

火
を
使
用
し
て
下
さ
い

O
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
販
売
居
、
玩
具
居
、
駐

車
場
及
び
そ
の
付
近
、
道
幅
の

狭
い
と
乙
ろ
、

見
物
人
通
行
人

が
雑
踏
し
て
い
る
と
乙
ろ
な
ど

で
は
、
矢
び
ゃ
、

爆
竹
、
投
げ

し
て
下
さ
い

玉
な
ど
の
使
用
は
絶
対
に
禁
止

し
ま
す

O
精
霊
舟
の
通
る
道
筋
の
、
花
火

販
売
庖
で
は
、
花
火
類
の
陳
列

販
売
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い

O
矢
び
ゃ
、
爆
竹
、
投
げ
玉
な
ど

危
険
性
の
強
い
花
火
の
販
売
は

自
粛
し
て
下
さ
い

O
精
霊
舟
の
通
る
商
居
街
な
ど
で

は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て
消

火
用
水
器
具
を
準
備
し
て
下
さ

大
村
で
は
二
、
一
二
年
前
に
花
火

に
よ
る
死
亡
、
重
傷
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
注
意
を

払
っ
て
事
故
の
な
い
お
盆
を
過
し

古品

I
V
よ'つ。

※

爆
竹
は
、
直
径
四
ミ
リ
メ
i

ト
ル
を
乙
え
る
も
の
、
連
結
本

数
が
二
十
本
を
乙
え
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
販
売
、
使
用
が
法

律
で
禁
止
さ
れ
、
ま
た
人
工
衛

星
、
ム

l
ン
ゼ
ッ
タ
i
、
飛
行

員
、
宇
宙
火
せ
ん
に
つ
い
て
は

十
八
歳
未
満
の
人
に
は
販
売
が

禁
止
さ
れ
、
所
持
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
乙
と
に
き
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ
い
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お 1

し!
注
射
と
検
診

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度
も
健

康
相
談
を
受
け
て
い
な
い
乳
児
と

現
在
妊
娠
中
の
人
は
、
で
き
る
だ

け
お
受
け
下
さ
い

月日 |時 間 |場 所 |対 象

8月2日 9:30.......11:00 大村保健所 生後3ヵ月までの乳児

8月8日193:1300~~1115::000 0 竹松出張所 乳幼児

8月9日
9:30.......11:00 大村保健所生桂4カ月.......6カ月白乳」尼

13:30.......15:00 鈴田出張所 妊婦と乳幼児

8月16日
9:30.......11:00 大村保健所 生後7カ月以上の乳児
13:30.......15:00 松原出張所 妊婦と乳幼児

8月22日 9:30.......11:00 萱瀬出張所 " 

※
大
村
、
西
大
村
地
区
の
人
は

大
村
保
健
所
を
ご
利
用
下
さ
い

圃
二
歳
児
健
康
診
査

異
常
を
早
く
発
見
し
、
健
や
か

な
心
と
体
の
発
育
を
促
す
た
め
に

次
の
と
お
り
行
い
ま
す

対
象
昭
和
五
十
年
七
月
生
れ
の

人
を
対
象
と
し
ま
す
が
、
昭
和

五
十
年
二
月
か
ら
周
年
六
月
生

れ
の
人
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を

受
け
て
い
な
い
幼
児
も
お
受
け

下
さ
い

日
時
八
月
十
六
日
、
二
十
三
日

午
後
一
時
三
十
分

t
二
時
(
受

付
)

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
は
次
回
に
お
受
け
下

さ
い

講

A 
Z玄

習

圏
第
門
回
家
庭
教
育
映
画
会

「
責
任
感
」

ー
そ
の
育
て
方
l

人
生
を
歩
ん
で
い
く
上
で
、
責

任
感
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

す
家
庭
の
し
つ
け
を
中
心
に
責
任

感
を
育
て
る
た
め
の
家
庭
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す

日
時
八
月
十
二
日
(
金
)
午
前

十
時
か
ら

働
く
婦
人
を
対
象
に
午
後
七
時

三
十
分
か
ら

場
所
中
央
公
民
館

申
込
電
話
で
中
央
公
民
館
へ

(
耳
二

l
四
三
二
一
)

映
画-

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

教
室

l

レ
ク
ダ
ン
ス
専
科
|

一ム
久
原
団
地
の
船
本
行
徳
さ
ん
は

一

胡
爪
二
十
三
・
五
キ
ロ
、
白
菜

-
四
キ
ロ
、
バ
ナ
ナ
十
二
キ
ロ

一
ム
長
崎
市
玉
扇
会
代
表
者
宮
崎
秀

-
門
さ
ん
外
五
人
は
、
舞
踊
慰
問

ご

寄

付

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、

仲
間
づ
く
り
と
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
し
ま
す

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
人
は

多
数
ご
参
加
下
さ
い

日

時

八

月

八

日

(
月
)
・
九
日

(
火
)
二
日
間

午
後
七
時

l
九
時

内
容
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

だ
れ
で
も
で
き
る
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
な
ど

場
所
中
央
小
学
校
体
育
館

主
催
大
村
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
ク
ラ
ブ

共
催
市
教
育
委
員
会

申
込
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
八

月
七
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
電
話

で
、
玖
島
郷
二
五
、
市
社
会
教

ム
竹
松
上
小
路
口
の
若
桜
会
代
表
-

者
出
口
定
さ
ん
は
、
三
千
円
、
一

本

十

冊

一

ム
萱
瀬
の
盆
栽
愛
好
親
和
会
長
田
一

川
正
夫
さ
ん
は
、
盆
栽

一
鉢

一

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

!

清
和
国
へ

i

育
課
(
畑
地
三
|
四
一
一

一
)

※
レ
ーク
リ
エ

1
シ
ョ
ン
教
室
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
計
画

@
九
月
、
ソ
ン
グ

@
十
月
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

。
十
一
月
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
、
マ
ジ
ッ
ク

も

よ

お

し

少
年

圃

ゴ

ム

ボ

ー

ト

大

会

少
女

少
年
・
少
女
を
海
に
親
し
ま
せ

健
全
な
身
体
の
育
成
と
併
せ
て
、

海
事
思
想
の
普
及
、
船
に
対
す
る

知
識
の
向
上
を
図
る
た
め
に
行
い

ま
す
日
時
八
月
八
日
(
月
)

午
前
十
時

l
午
後
三
時

(
雨
天
の
時
は
八
月
十
九
日
)

場
所
大
村
競
艇
場

対
象
小
学
生
(
保
護
者
同
伴
)

一
般
試
乗
会
も
行
い
ま
す

参

加

料

無

料

(
参
加
者
に
は
記

念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
)

携
行
品
船
に
乗
れ
る
よ
う
な
軽

装

弁

当

持

参

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
か
電
話
で

〈
住
所
・
氏
名
・
年
齢
)

申
込
期
限
八
月
七
日

主
催
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

玖
島
崎
十
五
番
地

(
皿
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